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高齢者の看護方法 に 関す る研究
一 自我発達を促進する看護援助 の構造 -
小 野 幸 子 ( 香川医科大学医学部看護学科)
本研究 は, 高齢者が自己と人生を受容 し, 人格 の 再統合を通 して 自己実現に向か っ て 自我発達す る こ と を目指 し, そ の た
め の 看護援助 の 構造を明 か に す る こ とを目的 として い る. 現実 や 自己 へ の 不満が大き い た め に無為 ･ 無感動 であ っ た り, 医
療職員 に より自己中心的 と捉 えられ, 避け られ が ち で あ っ た老人病院入院中の 4名 の 高齢者を看護援助 の 対象 とした ｡ 分析
に 用い た デ ー タ は, 看護援助 の 実践の 中 で , 高齢者 に よ っ て個 々 特有な あ り方で言語化 さ れ た様 々 な要望, 不 平や 不満, 不
安 , 疑 問な ど の 思考 や感情 と表出 された行動や状態, こ れに応 じた 筆者との 対話, な ら びに筆者の 判断や 日常生活全般にわ
た る看護援助過程 の 詳細 な記録であ る｡ 分析 は, まず各事例 ご と に, 高齢者の 経過に つ い て 自 己概念を手 が か り に して , 自
我 発達 が読み とれ た場面を パ タ ー ン と して 取り出 し, そ の 過程 で 行わ れ て い た 看護援助を自我発達 の 観点 か ら援助の 性質を
検討 し, 分類 ･ 命名 した｡ そ して 各事例 の 自我発達 の 経過とそ れ に対応 した 看護援助 の 過程を検討した｡ そ の 後, 4事例か
ら得られた自我発達 の 経過 と看護援助 の 過程を比較検討 し, 自我 発達を促進す る看護援助 の 構造 を検討 した｡
高齢者 の 自我発達を促進す る看護援助 の 構造 と して, 『自我を脅威に さら さな い 援助』 が基盤 と な り, 『自己肯定促進 へ の
援助』 が続く こ と｡ そ して こ の 『自己肯定促進 へ の 援助』 は, 『自己有能性促進』･ 『自己理解促進』 ･ 『自己決定促進』 ･ 『自
己満足感 の 獲得 ･ 増大』 へ の 援助を可能 に させ る と 同時に, こ れ ら4 つ の 援助に よ っ て 支え られ て行われ る関係 にもあ る こ
と｡ ま た, こ れ ら4 つ の 援助 は, い ずれ も互 い を可能 に さ せ る と とも に支え 合う関係で行 わ れ る構造を明らか に し た.
K E Y W OR DS: elderly , ego developm e nt, s elf
c o n c ept, stru cture of nurslng C a r e
I . は じめ に
老年期, ある い は高齢者の捉え方 は様々 で あるが , 老
年期が他の発達段階と異なる の は, 長 い人生経験を有し,
死 に最も近い こと である｡ そ して そ の長 い人生経験が個々
独自で あるが故 に身体的 ･ 精神心理 的 ･ 社会経済的な高
齢者の あり方 は, 個 々特有で ある｡ ま た老年期 は, 生涯
発達の立場か ら衰退期 ･ 喪失期とし て の み で は捉え られ
な い ｡ 老年期は, 生き てきた証とし て の完熟期でもあり,
自己の人生を振り返 っ て人生を総決算 し, 自我を統合す
る時期と捉え られ よう ｡ そ れ に も関わ らず高齢者の 看護
援助に関する膨大な研究報告の多くは, 一 旦失われたも
の (こと) をもと に戻そう とするリ - ビ リ テ ー シ ョ ン ･
ア プ ロ ー チ に よ るもの で ある｡ こ の ア プ ロ ー チ の 有効性
を否定するも の で はな いが , 身体 の諸機能の低下が避 け
られず, そ の 回復も不十分に しか望み得な い高齢者 へ の
看護活動に お い て , 日常生活の自立が強調されすぎると,
高齢者の気持ち無視した保健医療従事者主体の活動 にな
る危険性がある｡ 最近, 積極的 ･ 意図的に与える, あ る
い は放置する こと に よる身体的 ･ 情緒的 ･ 経済的な老人
虐待が報告され て い る 1) ～ 3) が, こ の ア プ ロ ー チ も時 に
は, こ の虐待に つ ながる危険性を有して い る｡ 日常生活
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の 自立に お い て , 十分な回復が望みにくい 高齢者で あ っ
て も, 生涯 に わた っ て 発達し続けるとする生涯発達理論
を基盤と し, 高齢者の 特性をふまネた看護援助が考えら
れる｡ しか し, こ の よう な看護援助の報告を見い だすこ
とが で きなか っ た｡ そ こ で , 高齢者が自己 の過去を統合
して 自己を創造 し, 自我発達すると い う老年期特有の課
題に 関わり, 高齢者の 自我の求め に沿 っ た看護援助の開
発 ･ 確立 こそ必要で あると考え る｡
本研究の目的は, 高齢者が自己と人生を受容し, 人格
の再統合を通して 自己実現に向か っ て自我発達すること
を目指し, そ の ため の 看護援助の 構造を明らか にする こ
と で ある｡
Ⅱ
. 用語 の定義
● 『老年期』 とは, ｢人生終蔦の時期｣ で あり, 生き て
きた証とし て の ｢完熟期｣ で もあり, 自己の人生を振り
返 っ て ｢自己の人生を総決算｣ し, ｢自我を統合する時
期｣ と捉える｡ ま た 『高齢者』 と は, こ の よ うな時期に
ある人 (々) とする｡
● 『自我』 は, ｢主体とし て の自我｣, つ ま り 【自我】 と
｢ 客体と し て の 自我｣, つ まり 【自己】 と に分類で き ,
【自我】 とは, ｢認識者とし て の自我｣, ｢意識 ･ 認識 の
主体｣, ｢純粋我｣, ｢主我｣, ｢主体｣, ｢知者｣ を意味 し,
【自己】 とは, ｢認識対象とし て の自我｣, ｢ 意識 ･ 認識
の対象｣, ｢経験我｣, ｢客我｣, ｢客体｣, ｢被知者｣ を意味
すると捉える｡
● 『自己概念』 と は, 経験 の総体に よ っ て 支え られ て い
る自分自身に つ い て の概念化で あり, そ の す べ て が現実
の意識と して 現れ るわけ で はな い が, そ の 時 々 の自己意
識を支え, 枠 づ け, 行動を導くもの で ある とする｡
● 『自己意識』 とは, 自己概念に支え られ , そ の時 々 に
有する自己に つ い て の認識, お よびそ の認識内容とする｡
な お , 自我 ･ 自己 ･ 自己概念 ･ 自己意識の 関係を図1
に示した｡
: ト - 念-----｣ :
トーー ーー ー 自 我 ･ 自 己 - - - - - - ｣
図 1 自我 ･ 自己 ･ 自 己概念 ･ 自己意識
● 『高齢者が自我発達して い る状態』 とは, 高齢者が自
己 の価値観や過去を拠り所に し て現実検討 し, 自己 の可
能性を見い だ し, そ れ を基盤に自己の 目指す生き方を自
分自身で選択 ･ 決定し て行動化し, 生き生きと した生活
を送れて い る こ ととする｡
Ⅲ
. 方 法
1. デ ー タ収集
デ ー タ収集場所, すなわち筆者が高齢者を対象に 看護
援助を提供した場所 は, 666床を有する千葉県内の 老人
専門病院で あり, 慢性疾患で障害が固定し, 機能 の維持 ･
回復を目的とした患者が入院して い る2 ケ所の病棟で ある｡
看護援助の対象者の 選定は, 言語的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン が可能で あり , 自己概念上の問題を有する高齢者を病
棟婦長より選出して もら い , そ の 中か ら日 々 の 援助活動
にお い て , 対応困難で避けられがちだ っ た高齢者を筆者
が選定し, 承諾が得られた男女各2名で あ る｡
看護援助の 内容は, 個 々 の高齢者に 必要な , 対話を含
む 日常生活全般に わたる援助で ある｡ な お , 高齢者の自
我発達を促進で きると考え られる看護援助の 方針 ･ 方法
を事前に検討し, 看護援助の提供時に , これ らを高齢者
の自己意識に働きかける ことと した ｡
看護援助の期間は/2名が平成8年2月19 日から同年
5月31 日まで の46 日間と, もう 2名が平成8年 7月 1日
か ら31 日まで の23 日間で ある｡ 看護援助の 時間は, 日勤
帯を原則とした｡
デ ー タ は, 筆者 の看護援助開始時点の 高齢者 の 状態 ,
高齢者と の対話を含む筆者が提供 した看護援助の過程で
あ る｡ 対話を含む看護援助の過程は, 高齢者の承諾を得
て テ ユ プ レ コ - ダ に録音し て逐語記録に し, ま た こ れ に
対応した高齢者の行動, 筆者 の思考と感情, 実施した援
助とそ の振り返りお よび今後の援助計画を フ ィ ー ル ド ･
ノ ー ト に 記録した｡
2. 分析方法
分析の対象 は, 筆者 の看護援助の過程記録をもとに患
者の｢言語化した自己概念｣と｢(言語化した自己概念以外
の) 言動｣, お よび筆者の ｢解釈 ･ 推測 ･ 判断｣ と ｢言
動 (看護活動)｣を経時的に記録 ･ 整理 したもの で ある｡
分析 の手順 は (図2), 分析の 対象とした各事例の デ ー
タ を繰り返 し読み , 自我発達からみた患者の状態 ( 自己
概念の変化)｣と ｢筆者の 援助内容とそ の 変化｣ を読み
とり記載 した (分析Ⅰ)｡ そ し て自己概念を手がかり に ,
自我発達の観点か ら援助に よ っ て 促進, あ る い は停滞 ･
後退した パ タ ー ン を取り出し (分析Ⅱ), 自我発達 の性
質を命名 し(分析Ⅱ), さ ら に こ の 性質の 類似するもの を
分類 ･ 命名し(分析Ⅳ), こ れ を全援助期間の経過に基づ
い て位置づ けた (分析Ⅴ)｡ ま た取り出され た パ タ ー ン
(分析Ⅱ) の 中の援助の 内容と経過 を同様 に自我発達の
観点か ら援助の性質を分類 ･ 命名し (分析Ⅵ), 援助 の
性質と自我発達の性質との 関係をみ て(分析Ⅶ), 看護援
助の 過程を検討した ( 分析Ⅷ)｡ 次 に 4事例か ら得られ
た自我発達の経過を比較検討して , 自我発達を促進する
看護援助に よる自我発達の 過程を検討 し (分析Ⅸ), 同
様 に 4事例から得 られ た看護援助の過程を比較検討して ,
高齢者の自我発達を促進する看護援助の 構造を検討した
( 分析Ⅹ)｡ な お , 把握した自己概念とそ の 変化お よび パ
タ ー ン の 分析に つ い て は, 自己意識の研究者 (梶田叡 -
図2 分析手順
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先生) より指導を受けた｡ ま た提供 した看護援助の 方法
と援助過程の分析結果に つ い て は, 指導教官よりス ー パ ー
ビ ジ ョ ン を受けた｡
Ⅳ . 結 果
1. 自我発達からみた看護援助の性質 と高齢者の 自我発
達の過程
4名の高齢者に行 っ た看護援助の性質を自我発達の観
自我発達からみ た看錘援助 の 性竿
『自我 を脅威 に さ らさ な い 援助J
『自己 肯定促進 へ の 援助J
『自己 有能性促進 へ の 援助』
r自己 理解促進 へ の 援助J
F自己決定促進 へ の 援助J
点か ら検討した結果, 6 つ に分類された (表1)｡ ま た,
こ れ らの 援助の結果, 4名 の 高齢者に もたらされた自我
発達の過程は, 【自分 らしく振る舞う私】 に始まり, [自
律 して依存し つ つ ケ ア に協力 ･ 参加する私], [人生を省
察し, 自己理解する私], [自己表現する私], [ 他者を思
い やり, 感謝する私] か らな る 【有能性を発揮する私】
がもた らされ , 引き続い て 【自己/ 自己の 人生を受容す
る私】 で あ っ た｡
表 1 自我発達か らみた看護援助の性質の分類
■ ~ ~ ~ ~ ~ ■
■ - - - - - - - 一 - 一 - - 1 1 - - 1 - 1 - - - - - - - - - - -1Il - - - - 1 - - - 1 - - 一 一■ - - - - - ● 一 - - - - - - I 1 - 1 1 - - - - - - - -- -.- -.■● - I P - I1
: 看 耗 捷 肋 の 具 体 例
- ト ー ー ー ー ー ー ー ー ー 1 - - 1 1 1 1 - - - - 一 一 一 - - 一 - - - - - - I l l - - I - - I - - - - - - - - _ _ -
_
- _
- _ 1 ー _ - _ I _ - I _ _ _ I _ I _ _ _ _ _ _ _ _ _ ー _ _ _
:
･ 患者 と初めて接した時. 自己紹介する.
…:誓蓋益志望慮露誓%o&?嘉島装管主漂詣唱義[=妄嘉島･L7 謂琶諾富加講習る･l
;
●
欝 助の提供時･ そ の 都度･ 患者の心身の 状態 偶 力をアセスメ 札 て 確 凱 つ つ 協力を依頼 L･ その 可否
; . 患者が舌 酎ヒした ことに対して, 必ず対応す る(無視しない).
･
･ 患者が表出する様々 な言動(言動の不 - 致 を含む)に対して まずは聞く ･ 見守 る .
: ･ 患者 の要望に応 じ られ ない時に は . そ の理 由を説明し. 了解を得る ･
~ ~ - I - 1 - JI - - ー - 一 一 - - t 1 - - - - -･1 - - 1 1 1 - - 1 - - - 1 - - - - 一 一■･-･-1I. - - - 1 1 1 1 - - - - - 一 - - - J I - 一- - 1 -I - I 一 - - - -･_ I _ _ _ _ _･_ _ _ _ _
: ･ 患者が表出した要望
.
不満. 疑問, 質問. 感覚(知覚), 思考, 感情な どの 内容 に真剣 に対応する .
: ･ 患者 の どの よ うな表出方法(仕方)に 対して も受容的に対応する .
: ･ 患者 に と っ て肯定的感情をもたらすこ とやもの との 機会を作る , 増大する . また否定的感情をもたらす
: こ とやもの との 境会を棲力避ける , 滅ずる(否定的感情をもたらすこ とやものが避けられない場合は
,
そ
: の感情に 受容的に 対応する).
:
･ 患者が大切に して い る ものや こ とを大切 にする .
妻:宣誓謂孟宗IA#Tt
O
ti詣警護繁謡誤宗野詣を得るため に強要 しな い .
~ r ▲■ ~ ` - - - . - - - - - - . - .■~ - 1 ~ ~ - ~ 1 - ~ ~ ~ I 一 ● ● 一 - - - - - ･- - - 1 1 1 1 1 - - 1 - 1 1 - - -■ - - I - - I - 一■ - - - - 一■ _ _ _ _ _･_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _l
:
･ 患者が知覚して いる 自分自身の 心身の状態に つ いて , 情報を撞供して くれる よう促す.
;
･ 患者が自分の要望やそれを満たすため の方法に つ いて . 情報を提供 して くれるよ う促す.
･ 患者の要望を満たすための方法につ い て共に 考え る .; ･ 患者の要望が満た せ な い時 . そ の理由と対策 に つ い て共 に考え る .
: ･ 看護援助 の提供時に 患者に有する可能な. あるい は復帰しつ つ ある身体汝能(能力) を活用･ 発揮する よ
: う依頼し, 協力を得る .
: ･ 患者が自分に有する 心身の披能(能力) を活用･ 発廃した時. 感謝する と と もに 賞草する .
;
･ 患者が行 っ た選択 ･決定に 基づいて行動化す るよ う支援する ･
,
･ 患者の要望に即座に 対応で きない時. そ の理 由を 説明して待 つ ことを依頼す る . またそれ に 応 じた時.
: 感謝する .
- A･ - - I - - I - - 1 1 1 1 - - - - - - 一 - - - - - A - - - _ - - - _ I - I - - - - _ - - I - - - _ _
一 _ - - I - _ - - _ _ 一 _ I _ - _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ .q _ _ _ _ _ _ _ 一
l
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; 事や 状 齢こ対する 思考や感情を 闘う.
･ ･ 患者が表出する 自分自身に つ いての 様々な思考や 感情に対して . 受容的対応 表現の促 し . 反復 . 要約化
: 情報の提帆 疑問･ 推測 ･ 判断 ･解釈 .理軒 事実 の提示 な どを通 して傾聴する .
~
r
I - - ll- - - I - 1 ~ ~ 1 - - - ~ ~- I - - - - - - - - - 一 一 ー - I - - l l - - - - I - I - - ~ ー ■ - I - - - - - - - - - I l l - I - - - - - - - - - - - - ･ - - - 一 - 一 一
: ･ 看護援助 の提供曙 同意(意志) を表明した 際 , 感謝し. それ を受け入わる.
: ･ 提供する看聴ケアに つ い て , い くつ か の方法を( ある いは 二 者択 一) を提示して
.
患者 に選択 ･決定 して も
: らい . 決定 内容に受容的に対応する と共にそ れに基づ い て行動する(患者が 選択 ･決定で きな い 場合は ,
: そ の理由を 問い . そ れに応 じて 対応 一 一 緒 に考え . 患者 の選択 ･ 決定を待 つ)
ー ー ー ー ー ー I - - - - I - - 1 一 - - - - -
- - - - - - _ _ _ _ _ _ I _i _ I _ _ _ _ _ _ - _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ - _ - _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ I _ _ _ _ _ _ - _ _ _ _ _ _ _ _ _ _
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_ _ _
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咽 己 満足 感の 獲得 ･ 増大へ の 援助｡ 董
●
b
&
,
8i=Lif悪霊望琵琶雷雲宝三言謂習協議鈷A9,=%6#T'==
-
T
t
b
b?T
T
%
b
,=
'
*:=5b;･､警護品誓言.習品
: 感情をもたらすもの で あっ た時は , 筆者の肯定的感情を伝え る(肯定的感情を もた らす援助でなか っ た
: 場合は . 謝罪する と ともに . そ の理由を開い . 肯定的感僻を もた らす こ とがで きる よ うな捷助方法を再び
: 確認しつ つ 提供する)
2. 高齢者の 自我発達を促進する看護援助の構造
全事例か ら得られ た看護援助(の性質)に つ い て , そ の
過程を比較検討した結果, 高齢者の 自我発達を促進する
看護援助の 構造 (図3) と して , 『自我 を脅威 に さ らさ
な い援助』 が基盤となり, 『自己肯定促進 へ の 援助』 が
続く こと , そ し て こ の 『自己肯定促進 へ の援助』 は ,
『自己有能性促進』 ･ 『自己理解促進』･ 『自己決定促進』 ･
『自己満足感の獲得 ･ 増大』 へ の 援助 を可能 に させ る と
とも に , こ れ ら4 つ の 援助に よ っ て支え られ る関係に も
ある こ と, ま た こ れ ら4 つ の援助 は, い ずれ も互い を可
能に させ るとともに 支え合う関係で行われる ことが明ら
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園3 高齢者の自我発達を促進する看護援助の構造
か に な っ た ｡
Ⅴ
. 考 察
1. r自我を脅威にさ らさない援助】 の 意味 ･ 貢献とそ
の位置づ け
こ の援助は, 高齢者を 一 人の 独立した個人と して 尊重
し, 高齢者が自我の脅威を受けず, 回避 で きる よう にす
る援助で あ っ た｡
老化現象に伴う様々 な}Ll身の 機能低下に より 日常生活
の自立性が低下し, 他者 に 依存せ ざるを得ない高齢者は,
そ れだ け で自我の脅威に さ らされ て い ると い え よう ｡ ま
た自分 らしく生活で きて い た住み慣れ た家庭か ら入院生
活 へ の 移行は, 物理 的 ･ 人的な環境変化や様々 な制約下
で の生活を余儀なくされ る｡ 新たな環境 へ の 適応が困難
に なる高齢者に は, こ れ らもま た自我の脅威と なる｡ 加
え て , 高齢者の活動能力は, 高齢 に な る は ど狭 められ ,
極め て 低 い もの に なる｡ しか も可能な活動能力の 発揮に
も運動性の低下から時間を要したり, 事故 に つ なが る危
険性もある｡ こ の こ とか ら看護婦が効率性や安全性を重
視するあまり, 高齢者に 確認しな い で安易 に援助をし て
しま っ た り, 逆 に機能回復を重視するあまり , 活動を強
要するこ とも高齢者に 脅威を もたらす｡ ま た看護婦は専
門的な観察力で高齢者の 心身の状態を ア セ ス メ ン ト し ,
必要な援助の 内容や方法を推定できる｡ そ して ｢必要な
こ と｣ や ｢こ の方が望ま し い｣, あ る い は ｢い っ も こ う
して い る｣ や ｢ 当たり前な こと｣ と い う判断で高齢者に
確認しな い まま進め る援助もまた人権無視に なり, 自我
の脅威をもた らす｡ 看護者が推測 ･ 解釈 ･ 判断を高齢者
に提示 して 確認する こと に よ っ て , 高齢者の思考や感情
との ズ レ を克服 ･ 予防 で き, 高齢者 は脅威を回避で き よ
う｡ 換言すれ ば, こ の援助 は, 看護者が高齢者に提供す
る援助をまず説明する, つ ま りイ ン フ ォ ー ム ド し, 必ず
同意を得る, つ ま り高齢者が コ ン セ ン ト を示す援助関係
と捉え られ よう｡ イ ン フ ォ ー ム ド ･ コ ン セ ン ト に 該当す
る こ の援助よ っ て , 高齢者の人権が守られ, 高齢者が脅
威を受ける ことなく, 【自分らしく振る舞う私】 をもた
らし, 自我発達の基盤と なる信頼関係の形成 ･ 確立をな
すこ とが で きよう｡ だ か ら こ そ自我発達の 支援を目指す
いか なる援助も, こ の 『自我を脅威 に さ らさ な い援助』
の提供なく して進める こ とは困難で ある ことを示したと
考える｡ こ の ような こ とか ら他の全て の援助の 基盤とし
て位置づけ られたと考え る｡
2
. r 自己肯定促進へ の援助』 の 意味 ･ 貢献 とその位置
づ け
こ の援助 は, 高齢者が長い人生で 身に つ け てきた自己
の生き方や あり方, 価値槻, 信念, 信条な どに基づくい
かなる言動もその表出方法も評価するこ となく, あり の
ままを受容的に真剣に 対応する援助で あ っ た｡ 言 い換え
れば , 高齢者が自己の あり方で あり続ける ことを容認 ･
保証 ･ 強化する援助で あ っ た｡
人 は, 自己概念に 答え て自己を高め て いく｡ 自我発達
を遂 げるため に は, 肯定的自己概念を獲得して い る こ と
が必要である｡ 自分 の 意志と関係なく, 高齢 に なる はど
様々 な衰退や喪失を体験せ ざるを得な い状況に あ っ ても,
高齢者が自尊JL､を低下させず, 肯定的自己概念を維持で
きる ため に は, まず高齢者が表出するいか なる言動も受
容的に対応され, 認 め られ る ことが必要で ある｡ 特 に入
院中の 高齢者の 中に は, 社会的入院, すなわち高齢者の
意志や納得の有無に 関わ らず, 介護困難を理 由に入院に
至る場合も少なくな い ｡ 今回, 看護援助の対象と した高
齢者の 4名中3名 も社会的入院で あ っ た｡ 社会的入院は,
高齢者に と っ て家族 に無用な, あ る い は有害な自己, 拒
絶され た自己と捉え られ , 否定的自己概念を抱かせ , 耐
え難 い もの となる｡ そ の 結果, 慣れな い環境で の入院生
活 に よ畠不安, 孤立感, 孤独感を癒すため に , ま た現在
の衰退や喪失 した自分とは異なる過去の 自己の栄光 に思
い を馳せ , そ れを看護者に認めさせた い ため に , あ る い
は自己確認するため に繰り返し過去の 栄光を表出する こ
と に なる｡ 『自己肯定促進 へ の 援助』 は, こ う した高齢
者と真筆に 向か い 合 い対応する こと で ある｡ 高齢者 を援
助する看護者に は, 忍耐や寛大さが求められると言われ
る の は, こ う した高齢者との 関わり に よ っ て こ そ, 看護
婦一患者間の 信頼関係を確立 ･ 発展 でき, ま た こ う した
援助を通 じて 高齢者は, 自尊心を維持 ･ 回復 し, 【自己
の有能感を実感し, 様 々 な有能性を発拝する私】 をもた
らす ことが で きるよう に なるか ら で ある ｡ し たが っ て ,
こ の援助 は, 『自我を脅威に さらさな い 援助』 に 引き続
く援助と して 位置づ けられると とも に , 硬く他の す べ て
の援助を可能に させ る欠く べ か らざる援助と して 位置づ
け られた と考える｡
3
. F自己有能性促進』･ F
'
自 己理解促進j ･ F自己決定促
進Jl･ F
l
自己満足感の獲得 ･ 増大J)へ の援助の 意味 ･ 貢
献とそ の 位置づ け, 及び これ ら の関係
1) 『自己有能性促進 へ の援助』 の 意味 ･ 貢献
こ の 援助は, 様 々 な喪失や肉体的衰退を来す高齢者で
もなお , 依然とし て 自分に 有する能力を見い だ し, そ れ
を発揮したり, 発揮する こ とを通じ て有能感を実感で き
る よう にする援助で あ っ た ｡
老化ととも に身体的な依存性が高まる高齢者 で は, 身
体的能力に の み看護者の意識を向けて い ると, 有能性が
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見逃されるだ け で なく, ゼ ロ に等 しくな っ て いく で あろ
う｡ 特 に , 老化 に加え て何らか の疾病や障害の ため に入
院 して い る高齢者で は, そ の有能性が見過ごされやすい ｡
高齢者の 有能性は, 長 い人生経験に 裏打ちされ た個々 の
高齢者の価値観や信念に基づく生き方の 志向や豊か な思
考と感情の 表出に こそある の で はなか ろうか ｡ 日常生活
の援助に 際して , こ の よ うな高齢者の有能性を見いだし,
援助 に 反映させ る ことが重要で あ る｡ 高齢者が表出する
要望や不満な どが受け止められ, そ れが良い援助を提供
する上で 役立 っ こ とが自他共 に認め られれ ば, 高齢者は
【自己の 有能感を実感で き, そ の 結果とし て , さ ら に有
能性を発揮する私】 をもた らすこ とが で きよ う｡ ま た ,
こ れ は ｢自分が そ の行動を どれくら い うまく行う ことが
で きるか と い う認知, そ の行動を どの 程度遂行する こと
が で き るか に つ い て の確信の 程度, 実現可能性に関する
知識｣4) で あ る自己効力感の増大に つ なが る援助 で もあ
ろう ｡ さ ら に身体機能の衰退 ･ 喪失が避けられな い状態
で あ っ て も, 自己の感覚 に基 づ い て情報を提供する こと
紘 (痴呆が あ っ て も, それ は サイ ン と受 け止 め る看護者
が敏感であれば, 何 らか の形 で可能で ある), 最後ま で残
りう る能力で あり, 高齢者が自己 の 感覚に注目し, そ の
表出が促される援助 により , 死の 直前ま で維持で きる で
あ ろう｡
2) 『自己理解促進 へ の援助』 の意味 ･ 貢献
こ の援助は, 高齢者が自己の現状の認識と規定, 自己
の 感情と評価, 他者か ら見られ て い る自己, 過去 の 自己
に つ い て の イ メ ー ジ, 自己の 可能性と未来に つ い て の イ
メ ー ジ , 自己に関する当為と理想を客観視して , 自己理
解を深化 ･ 拡大する援助で あ っ た ｡ 換言すれ ば, 高齢者
の 自己意識( 図1)の拡大に最 も貢献した援助で あ っ た ｡
高齢者は過去の人生が長く, 残され た人生, 未来が短
い (な い), 過去 の 自己と現在の自己は連続 した もの と
はい え , も はや過去の 自己で はな い , 過去の 自己を後悔
して や り直すに は時間がなく取り返 しが っ か な い ｡ こ う
した高齢者が過去の 自己を振り返 っ て 客観視で きるよう
援助するこ とは, バ ー バ ラ 5) の 高齢者の 内省過程を促進
する援助に なろう｡ 高齢者が自己の 過去を客観視し, そ
こ に新たな解釈をし て意味を見出し, 価値 づ けられ るよ
う援助するこ とは, そ れを通じ て現在の 自己を客観視す
る ことを可能にする｡ そ し て , こ れ に より現実的な願望
を見い だすこ とが で きれば, 【自己や自己の 人生を受容
する私】 をもた らす ことが で きるため, 高齢者にと っ て
極め て重要な援助とい えよう｡ 揮田は ｢ 高齢者が自分の
人生の話に 必要な とき耳を傾け てくれる人の存在を得る
こと, すなわ ち高齢者に と っ て必要な出会い が で きる こ
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と に よ っ て , 自分な り に生き て きた生き方 に意味を見い
だ し, 価値づけ る こ とが できる｣6) と述 べ て い る ｡ ま た
高齢者が現在の 自己の客観視を通して , 【自己の有能性
をも発見 (再発見)し, そ れを発揮する こと に よ り, さ
ら に有能感を高め る私】 をもたらす ことが で きよう｡
3) 『自己決定促進 へ の援助』 の意味 ･ 貢献
こ の 援助は, 高齢者が自己の生き方 価値観, 信念 ,
信条な ど に基 づ い て , 自己の行動を決定 ･ 決断で きる よ
う促す援助で あ っ た｡
様々 な喪失 ･ 衰退を示す高齢者は, 意志決定, 自己決
定が でき な い人 (逮) とみなされ, 家族や看護者な どの
価値槻, 期待, 要望など に よ っ て決定 ･ 決断される こと
が少なくな い の で はなかろうか ｡ しか し, 高齢で あ っ て
も意識ある限り自分の意志を表明で きる｡ たとえそれが
明解で な い場合で あ っ て も, 人 は快 の感覚を求め, 不快
な感覚を回避する能力 (行動)を有 して おり , そ れを意
志の 表明と捉え る ことが で きよう｡ つ まり, どの ような
些細な決定場面で も安易に看護者が決定す べ きで なく,
高齢者が自分の 要望や期待, 好み, あ る い は快の感覚の
求め に基 づく行動が で きるよう に する ことが重要で ある｡
こ れ に より高齢者は, 自分 の決定内容 に責任を持ち, 行
動を動機づ け, そ れ を通じ て 【自己の 有能感を実感 し,
さ ら に有能性を発揮で きる私】 をもた らすことが で き よ
う ｡ 自己決定に基づく行動で あるか否かが高齢者の生き
る意欲や生活の 質の善し悪し に つ ながる こと は, 既 に報
告され て い る 7 - 9) こ と で ある｡
4) 『自己満足感の 獲得 ･ 増大 へ の援助』 の 意味 ･ 貢献
こ の 援助 は, 提供したケアが高齢者に と っ て適切で あ っ
たか否かを確認し, 高齢者の満足感を重視する援助であ っ た｡
満足感 は個人的な感覚で あり, 高齢者が死の 直前まで
持ちうる感覚の 一 つ で あ ろう｡
身体諸機能の低下が避けられ な い高齢者 は, 自分 の力
で こ の満足感を獲得することが難しく, 他者 の援助を通
じ て得る こと に なる ｡ 看護援助が看護者の満足感で はな
く, 高齢者の ため に 行われるか ら こ そ援助とい える｡ 高
齢者の満足感を重視 した援助は, 看護者と の信頼関係を
発展させる｡ 本研究 で看護援助の 対象とした全て の事例
は, こ の満足感の獲得に より, 筆者 へ の信頼感を増大さ
せ て筆者に援助を求め , た とえ援助が即時に得られなく
て も信頼して待 っ と い う有能性を発揮した｡ こ の よう に
高齢者が提供された援助によ っ て , 自己の満足感を獲得
する ことが で きれば, 看護者 へ の 信頼関係が深まるだけ
で なく, 【自己に有する有能性を駆使して発揮する私】
をもたらす ことを可能に する｡ ま た提供され る援助が高
齢者の満足感をもた らすか否か は, 高齢者の生活の質の
良し悪しに つ なが る｡ 衰退や喪失を体験 し つ つ , か っ 制
約された入院生活の中で も, 満足感を得る機会が多くな
ればなる は ど, 高齢者は生きる意欲を回復 ･ 維持 で きる
だ けで なく , 精神的安定を得, 生き生きと した日 々 を送
る ことが で きよう｡ そ し て こ れが看護者のみ で なく家族
を含む周囲の人 々 に喜 びを もた らす こ と に なる で あろ
う ｡
5) 『自己有能性促進』･ 『自己理解促進』･ 『自己決定促
進』･ 『自己満足感の獲得 ･ 増大』 へ の援助の位置づけと
これ ら の関係
これ らの 4 つ の援助 は, 『自我を脅威 に さ らさ な い援
助』 を基盤とし て , そ れ に続く 『自己肯定促進 へ の援助』
に よ っ て可能に なる援助で あ っ た｡ ま た同時に これ ら4
つ の援助は, 『自己肯定促進 へ の援助』 を支え る援助で
もあ っ た｡ さ ら に , こ れ ら4 つ の援助は, い ずれ も互い
を可能に させ て支え合う関係で行われる援助で もあ っ た｡
こ の よ うな援助の 関係を示した の は, 高齢者 の そ の 時,
そ の場 の あり方が個々 特有で ある こと に よる と考え る｡
詳述すれ ば , 高齢者が ど の ような あり方 で あ っ て も,
『自我を脅威に さらさな い援助』 を基盤 と し, そ れ に 続
く 『自己肯定促進 へ の援助』 は, 患者一看護婦間の 信頼
関係の確立 ･ 発展上, 極め て重要な援助で あり, 共通し
て まず行われな けれ ば, 適切な援助関係を成立させ る こ
と ばで きな い こ とか ら, そ れら2 つ の援助の 位置づ けは
明確で あ る｡ しか し, こ れ らを基盤に 提供され る看護援
助は,-そ の 時, そ の場 の高齢者の あり方に対応して行わ
れ る必要が ある こと, さ らに , 提供され た看護援助に よ
る高齢者の 反応もまた, そ の 時, そ の 場 に よ っ て , あ る
い は個 々 の高齢者の状況(状態)に よ っ て異なり, そ れ に
対応した看護援助が展開され る必要が ある ことよると考
える｡ つ ま り, 『自己有能性促進』 ･ 『自己 理解促進』 ･
『自己決定促進』 ･ 『自己満足感の獲得 ･ 増大』 へ の 援助
は, 高齢者の 自我発達を促進する看護援助と して 共通し
て必要な援助で あるも の の , ｢今 ･ こ こ で｣ の 高齢者 の
あり方 (反応) に よ っ て , そ の優先性が決定され , 展開
され る必要がある ことから, 互 い に可能にさせ るととも
に支え合う関係をなしたと考える｡
おわ りに
本研究は, 高齢者の 自我, すなわ ち自己概念の把握は,
高齢者が自由に 語る 中か ら得られ る とする先行研究 10)
をもと に 出発 して い る｡ そ して 本研究で は, ごく 一 般的
に 日常的に実施され て い る高齢者 へ の 日常生活の援助場
面を通じて , こ れ らの 把握は可能で あり, さ らに 日常的
な看護援助を通 じて , 高齢者の自我発達を促進で き ると
い う結果を明らか に して い る｡ ま た本研究 で得られ た看
護援助の構造は, こ れ ま で 喪失 ･ 衰退 で代表され て きた
高齢者の自我発達を可能 にする看護援助の あり方の提示
で あり , こ れ ま で の 高齢者看護の研究成果 で は見られな
い新し い知見と い え よう ｡ こ の ような理由か ら本研究の
成果は, 高齢者看護 に携わ る看護婦や介護職員だけで な
く, 老年看護学を学習する学生に と っ て も有用 で あ り ,
老年看護の理論の 一 端を担 っ た と捉える ことが で きよう｡
しか し, 看護援助の 対象が老人専門病院入院中の高齢者
に限定され て い る こ と , ま た, 本研究の 看護援助の対象
者は, いずれもそ の あり方が異なり, 高齢者の 典型的特
徴を有して い たと捉え る ことば で きるが ,4事例と い う限
界もある｡ したが っ て 今後は, 事例を積み重ね て看護援
助の過程を分析するこ とと, 場 の異なる高齢者を対象と
した看護援助の過程の 分析をし て , 本研究で得られた看
護援助の あり方 ･ 構造の 検証をする必要が あろう｡ さ ら
に認知障害を有し, 自己概念を言語化するこ とが困難な
痴呆性老人を対象とした自我発達を促進する看護援助の
検討も課題で あ る｡
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A STU D Y O N T H E M E THO D S O F N U R SIN G C A R E F O RTH E A G E D;
T H E S T R U C T U R E O F N U R SI N GCARE T O F A CI LI T A T E E G O D E V E L O P E M E N T
Sa chiko On o
K aga w aM edic al Univ e r sity
K E YW O RDS: elderly, ego de velopm ent, s elfc o nc ept, structure of nur sing c a re
The purpo se of this study w a sto cla rify the stru ctureof n u rsl ng C are fo r the aged so that they
c a n ac c ept them s elves a nd life by foc uslng O n ego - developm e nt tow ard self- actu alization thr o ugh
r eintegratio n of their pe r son ality･ Fo ur elderly patients who were shun ned by m edic al staff in the
gerontologic al hospital w e r e s ele cted as subje cts of n ursing c a r ein this study. T hey were r ega rded
a s being unem otio n al, idle or s elf-ce ntered. An alysュs Of the data w a sdetailed doc um entatio n of
the n u r sl ng C a r eprO C eS S･ T he do c u mentation w a s abo ut their tho ughts, feelings, beha vior and the
statesthat w ere expre s s ed thr ough v a rio u sdem a nds, disc onte nt, dis s atisfa ction, a n xiety and the
patients
'
do ubts in pers on al inte r action , along with m y tho ughts, inte rpretation s, inferenc e a nd
judge m ent･ Ev e ry c a s ew a s a n alyz ed individu ally. T he patte r n of ego-de v elpm ent with their self-
c onc ept w as take n out and tra c ed ho w to a c c ordingly of their state｡ Afte r that, it w as classified
a ndgiven chara cte r ofn u r slng C ar efr o m a n ego-develop m e nt point of vie w . I examin ed the pr oc e s s
of n u r sl ng re sponse tO the pro c e s s of their ego - developm e nt. Fu rther mo re I e x a mined the str u cture
of n u r s lng C are by m aking a c om parative stu dy of the pro ce s s of ego-developm e nt and the pr o ce s s
of n u r sl ng ln allfo urc a se s.
T he stru cture of n ur sl ng Ca r efor facilitation of ego-developm ent on elderly w a sa sfollow s;
1･ It w a sbased on
``
the n u r sl ng C a re tO av oide xpo s lng them s elv e sto a nego-thr e at
"
.
2
･
T he nur sl ng C are forfa cilitatio n of self-affir matio n" w a s on the heels of nu r sl ng Care tO av oid
expo slng O ne s elfto a n ego
- thr eat.
3
･
T he n u rsing care for fa cilitation of their self-affir mation " w a s m ade possible
"
the n ursl ng C ar e
for fa cilitation oftheir ego-ability
' '
･
"
the n urslng Ca r efor facilitatio n of their ego
-
understand-
=
1 ng I
"
the nurslng Care fo rfacilitatio n of their ego
- deter min ation " , and
"
t he n ursl ng Care fo r
acquisition , and in c re a s e of their ego
-
s atisfa ctio n
"
.
4
･
T he nursl ng Care for fa cilitatio n of･their self-affir m ation w a s also sup ported in relation to
the fo ur n ursl ng C a r es.
5
･
In addit o n, the four nursing C are relationships w er e made possible a nd sup ported m utu ally.
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